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評価分析・課題 

・  書教育については、昨年度に比べて書道科の授業が楽しいと答えた児童の割合が、わずかに向上した。「書のまち春

日井」を代表する小野小学校として、さらに書指導に力を注ぎたい。来年度は、今年度と同様に、職員の指導方法の研

修に注力し、外部講師との連携を深めて指導する。学校の特色として取り組んでいる書教育における児童の意欲や技

能向上に努める。 

・  ９３％ほどの児童が「授業がよくわかる、まあまあわかる」と答えている。これが、学校が楽しいと答える児童が約８割に

達することにつながっていると考える。学校は学びの場である。児童が「楽しい」と感じるような、値打ちのある活動を工

夫し、指導することが必要である。仲間や教師との温かい人間関係の中で学び合い、成長することで、それを励みにより

よく生きていく子の育成に努めたい。 

・  いじめについては、９８％ほどの教職員がいじめのない集団づくりに努めていると回答している。これが、９７％の児童

は、友達と仲よくできている、と回答していることにつながっていると考える。日頃から児童の話に耳を傾け、寄り添うこと

を継続しながら、情報を共有し、組織としていじめの未然防止に取り組む。 

・ クロームブックの活用については、各学年の年間指導計画をもとに、今後も、情報モラル教育を継続しながら、主体的・

協働的な学びのための効果的な活用を進めていく。職員研修を随時、取り入れる。 

・ あいさつについては、９１％の児童が進んであいさつしていると答えた。PTAのあいさつ活動と協力して指導を重ねる。 


